
 

◎ 校内科学展開催中（～１５日） 

長い夏休みが終わり、学校では子どもたちの元気な声が聞

けて元気をもらっています。特に廊下を歩いていると「こん

にちは。」「おはようございます。」と大きな声が聞こえま

す。先日学校だよりでも紹介した「あいさつ名人」の取り組

みを行ってから進んであいさつをする人が増えてきたように

思います。また、声も大きく、さわやかなあいさつも増えています。この取り組

みをとおして、「自分から進んであいさつ」＋「笑顔でさわやかに」が定着して

くれることを願っています。 

さて現在、校内科学展を行っ

ています。（～１５日）３年生

以上は、授業中に発表したあと

教室掲示しています。どのクラ

スも見た瞬間に「おっ！」と思

う作品ばかりです。どれも素晴

らしいのですが、その中でも特

にという各学年の作品を職員室

前に掲示しています。今日は１つ紹介します。 

右の写真は６年生髙野蒼太郎さんの作品です。「森にはどんな生物が！？」というタイトルで研究

を行っています。研究の動機として「４年生から続けてきたこの生物の観察とライトアップの観察

は、不十分な点も多かったので、今年は、山で本格的にやってみようと思いました。また、今回この

観察が小学生で行った自由研究の集大成となるので、今までに行った観察の時間帯、朝、夕方、夜に

すべて行い、どのような違いがあるのか興味があったので、調べてみようと思いました。」と書いて

ありました。絵や写真、ヒグラシの羽化の観察のまとめなど大作です。「熊本市小・中学校科学研究

物及び創作品展示会」に出品予定です。学校に来られた際はぜひご覧ください。 

 

◎ 足長バチ出現 

今週月曜日、１年生と３年生のプレハブにアシナガバチの集団が出現し

ました。左の写真は２階外の屋根の下あたりの様子です。「２階廊下にハ

チが・・・。」という連絡で、事務室からハチ撃退用のスプレーをもって

現場に行くと５～６匹、それ以上いたでしょうか、アシナガバチが開けて

いた窓から入ってウロウロしていました。子どもたちは窓を閉め教室に避難し、駆けつ

けた職員でスプレーを噴射して廊下にいるハチは撃退しました。しかし、屋根裏に潜ん

でいるようなのですぐに教育委員会に電話して、午後には撃退しました。突然の

出来事でいつからハチがいたのかわかりませんが、誰も刺されることがなかっ

たのが幸いです。これがスズメバチだったらと思うとぞっとします。 
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